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※本資料の内容は2024年3月時点のものです。 

 
社名および商品名は各社の商標または、登録商標です。 

記載されているシステム名、製品名等には、必ずしも商標表示（®、™）を付記していません。 
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楽２サーバのIPアドレスやサーバ名を変更した場合は、お使いになるク
ライアントコンピュータすべてについて、本書の「2. 楽２サーバを信頼
済みサイトに登録する」以降を行ってください。 
※楽２ビューアの再インストールは必須ではありません。 

本資料は、クライアントコンピューターで楽２ライブラリ クラ
イアントサーバのブラウザ画面を表示するための手順について
説明したものです。 
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1. 楽２ビューアをインストールする 

 クライアントコンピューターに楽２ビューアをインストールします。旧版の楽２ビューア
がインストールされているときには、アップデート(更新)することができます。 

 
 
1. Webブラウザを開き、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を開きます。 

 

2. 「インストール」ボタンをクリックして、楽２ビューアのインストーラをダウンロ

ードします。 

 

 

Administrators権限(コンピュータの管理者権限)のあるユーザー名
でログオンしてからアップデートしてください。 

 

・この時点では、任意のブラウザをお使いいただけます。 
・開いた楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面は正常 
に表示されないことがありますが、そのまま操作を続けてください。 
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3. 楽２ビューアのインストーラ(Raku2.exe)の実行または保存確認画面で「実行」を

クリックします。 

 
 

 

 

・インストーラ実行時に、「ユーザー アカウント制御」画面が表示
されることがあります。「ユーザー アカウント制御」画面が表示
された場合は[はい]を選択してください。 

 

・以下のエラーメッセージが表示された場合、 Administrators権
限(コンピュータの管理者権限)のあるユーザー名でログオンし直
してから、再度アップデートしてください。 

 

 

・この画面で「保存」ボタンをクリックして、楽２ビューアのイン
ストーラを保存することもできます。その場合は、保存先（デフ
ォルトは「ダウンロード」フォルダです）にダウンロードされた
“Raku2.exe” を実行してください。 
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4. しばらくすると、「楽２ビューアのInstallShiled Wizardへようこそ」画面が表示

されます。[次へ]をクリックします。 

 

5. 楽２ビューアの使用許諾契約画面が表示されます。内容を最後までお読みいただき、

同意する場合は[はい]を選択します。 
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6. 楽２ビューアの情報画面が表示されます。内容を最後までお読みいただき、[次へ]

を選択します。 

 

 

7. 【新規インストール時のみ】楽２ビューアのインストール先を指定します。既定の

フォルダ以外の場所にインストールするときには、[参照]ボタンをクリックして、

インストールするフォルダを選択します。 

インストールするフォルダを確認して[次へ]を選択します。 
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8. Microsoft Edge(IEモード) 利用設定画面が表示されます。 

通常は、そのまま [次へ]を選択します。 

 

 

 

・この画面は、インストールする楽２ビューアのバージョン・レベ
ルが「V5.0L47」以降の場合にのみ表示されます。 

・この画面では、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画
面をMicrosoft Edge(IEモード)で使えるようにするための設定を
行います。 
なお、Microsoft Edge(IEモード)を利用するには、楽２ビューア
のインストール／更新後、「IEモード設定ツール」を使って楽２
サーバを登録する必要があります。 

・「Microsoft Edge(IEモード)で利用可能にする」の既定のチェッ
ク状態は次のようになっています。 

－ 初めて Microsoft Edge(IEモード)の設定を行う場合は、チェ
ックが入っている状態で画面が表示されます。チェックを外す
と、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を
Microsoft Edge(IEモード)で利用することはできません。 

－ Microsoft Edge(IEモード)が利用できるように設定されてい
るコンピュータの場合はチェックが入っていない状態で表示
されます。チェックを入れた場合の動作は、次ページの「まっ
て！」を参照してください。 
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・この画面が表示されたときに、「Microsoft Edge(IEモード)で利
用可能にする」にチェックが入っていない状態になっている場合
は、通常はそのままチェックしないで[次へ]を選択してください。 

チェックを入れた場合、設定済みのIEモード利用設定は破棄され、
楽２ライブラリ クライアントサーバ専用の設定に置き換えられ
ます。 

置き換えて良い場合のみ、「Microsoft Edge(IEモード)で利用可
能にする」にチェックを入れてから[次へ]を選択してください。 

[次へ]を選択すると、設定を上書きするかどうかの確認画面が表
示されます。設定を上書きする場合は[はい]を選択してください。 

 

・すでにIEモード設定が行われているコンピューターに楽²ビューア 
V5.0L47以降をインストールする場合は、インストール時に表示
される「Microsoft Edge(IEモード) 利用設定」画面で「Microsoft 
Edge(IEモード)で利用可能にする」のチェックを必ずOFFにし
て、[次へ]をクリックしてください。 

また、この場合、「IEモード設定ツール」はお使いいただけませ
ん。「IEモード設定ツール」を用いて楽２サーバを登録しても、
IEモードで接続することはできません。 
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9. 【新規インストール時】「ファイル コピーの確認」画面、または【更新インスト

ール時】「楽２ビューアの更新情報」画面が表示されます。表示内容を確認して[次

へ]を選択すると、楽２ビューアをインストール／更新します。完了までしばらくお

待ちください。 

【新規インストール時】 

 

【更新インストール時】 
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10. セットアップ完了画面が表示されたら、楽２ビューアのインストールは完了です。 

 

 

次の画面が表示された場合は、「はい、今すぐｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再起動しま
す。」を選択して[完了]をクリックして、コンピュータを再起動し
てください。 
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2. 楽２サーバを信頼済みサイトに登録する 

 楽２サーバを信頼済みサイトに登録します． 

1. コントロールパネルを起動します。 

コントロールパネルは以下から起動できます。 
Windows 10 の場合、スタートメニューの「Windows システム ツール」 
Windows 11 の場合、スタートメニューの「Windows ツール」 

2. 「ツール」－「インターネット オプション」を選択します。 

⇒ インターネット オプション画面が表示されます。 

3. 「セキュリティ」タブの［信頼済みサイト］アイコンをクリックし、［サイト］

ボタンをクリックします。 

⇒ 信頼済みサイト画面が表示されます。 
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4. 信頼済みサイト画面で、楽２サーバのアドレス（URL）を指定して、[追加]をク

リックします。 

 

⇒ Webサイト欄に楽２サーバが登録されたことを確認して画面を閉じてください。 

続いて、接続する楽２サーバをIEモードで利用するための設定を行います。設定方法に応

じてそれぞれ以下を参照してください。 

・お使いのコンピューターで初めてIEモードを設定する場合 

－ 楽２サーバのみを設定する場合 

⇒「3. 接続する楽２サーバのアドレスを登録する」 

－ 他のコンピュータ－で作成したIEモード定義ファイル(XMLファイル)をインポートする場合 

⇒「4. IEモード定義ファイル(XMLファイル)をインポートする」 

・ お使いのコンピューターにすでにIEモードが設定されている場合 

⇒「5. 楽２サーバをIEモード設定に追加する」 

 

 

・楽２サーバのアドレス(URL)に「/raku2lib」の指定は不要です。 

・「このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認(https)を必要
とする」のチェックは外してください。 
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3. 接続する楽２サーバのアドレスを登録する 

楽２ビューアのインストール時、「Microsoft Edge(IEモード)で利用可能にする」を指定
した場合には、Microsoft Edge(IEモード)で接続する楽２サーバのアドレスをIEモード定
義ファイルに登録する必要があります。 
この登録には「楽２ライブラリ クライアントサーバ IEモード設定ツール」を用います。 
次の手順で楽２サーバのアドレスを登録します。 

1. 「IEモード設定ツール」を起動します。 

スタートメニューの「楽２ビューア」にある「IEモード設定ツール」を選択します。 

 

 

 

・スタートメニューの表示方法はオペレーティングシステム(OS)に
より異なります。 

・「IEモード設定ツール」は楽２ビューアをインストールしたフォ
ルダの「IEModeSet」フォルダにある「IEModeSet.exe」を実行
することでも起動できます。 
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2. 「IEモード設定ツール」が起動し、次の画面が表示されます。 

 

3. 接続するサーバ名を「サーバ名１」「サーバ名２」「サーバ名３」の入力欄に指定

します。 

楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を表示するときに指定しているア
ドレスのうち、サーバ名部分のみを指定します。 

 

(例1) 楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を表示するときに指定してい
るアドレスが「http://server.jp/raku2lib」の場合： 
⇒ server.jp を記入します。 

(例2) 楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を表示するときに指定してい
るアドレスが「http://192.168.1.2/raku2lib」の場合： 

 

・前回本ツールを使って設定している場合は、前回指定した値が表示
されます。 
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⇒ 192.168.1.2 を記入します。 

 

 

・楽２サーバにアクセスするポート番号が既定のHTTPポート(80)以
外の場合は、下記のように、サーバ名の後に「:<ポート番号>」を
付けて指定してください。 

 
・サーバ名には、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面
を表示するときに指定するすべての方法を指定してください。 

 例えば、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を表示
するときに指定しているアドレスに「http://server.jp/ 
raku2lib」と「http://192.168.1.2/raku2lib」の2つを使って
いる場合は、「server.jp」と「192.168.1.2」の両方を指定する
必要があります。 

・新規にサーバ名を登録する場合は、サーバ名は1つ以上記入する必
要があります。 

・前回「IEモード設定ツール」でサーバ名を登録したときには、登録
されているサーバ名を変更することができます。その場合、すべて
のサーバ名を削除すると、設定済みのサーバ情報が削除されます。 

・記入したサーバ名が正しいかどうかはチェックしませんので、正し
いサーバ名を記入しているかどうか確認してください。 
なお、同じサーバ名を複数記入しても、そのまま登録されます。 

・登録を中止したいときには[設定を保存せずに終了します]ボタンを
クリックしてください。（画面右上の×ボタンでも中止できます） 



 15 / 37 
 

4. [設定を保存します]ボタンをクリックします。 

操作によって、それぞれ次の確認メッセージが表示されます。 
[はい]を選択するとIEモード定義ファイルを作成/更新/削除します。 

【新規にIEモード定義ファイルを作成する場合】 

 

【IEモード定義ファイルを更新する場合】 

 

【IEモード定義ファイルを削除する場合】 
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5. 完了画面が表示されます。 

IEモード定義ファイルが正常に作成/更新されると、完了画面が表示されます。 
[OK]をクリックすると、「IEモード設定ツール」が終了します。 

 

 

 

・IEモード定義ファイルを削除した場合は次の画面が表示されます。 

 

・IEモード定義ファイルの作成/更新/削除ができなかったときには
エラーメッセージが表示されます。エラーメッセージの内容につ
いては、「6. 困ったときには」を参照してください。 



 17 / 37 
 

6. Webブラウザのキャッシュをクリアします。 

「IEモード設定ツール」で設定した内容を反映するには、Microsoft EdgeとIEモードの
キャッシュをクリアする必要があります。 

 
1. Microsoft Edgeを起動し、楽２ライブラリ以外のページを表示します。 

 

2. 表示されているページ上で、次のいずれかの方法で「閲覧データのクリア」画面を

表示します。 

－ キーボードの「Ctrl+Shift+DEL」キーを押す。 
（CtrlキーとShiftキーを押しながらDELキーを押す） 

－ Microsoft Edge画面右上の「…」ボタンをクリックし、「履歴」⇒「閲覧データを
クリア」メニューを選択する。 

－ Microsoft Edgeのアドレスバーに「edge://settings/clearBrowserData」と入力
してEnterキーを押す。 

 

・ここで説明する手順は2020年8月時点のものです。Microsoft 
Edgeの仕様が変更される場合があります。 

 

・楽２ライブラリのページを表示した状態でキャッシュをクリアす 
ると、表示しているページがキャッシュされるため、正常にIEモ
ードで表示できません。 

edge://settings/clearBrowserData
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3.「閲覧データをクリア」画面で、「時間の範囲」を「すべての期間」に、「キャッ

シュされた画像とファイル」にチェックを入れて、[今すぐクリア]ボタンをクリッ

クします。 
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4. 再度、手順2.で説明した方法で、「閲覧データをクリア」画面を開きます。 

 

5. 「閲覧データをクリア」画面下部にある「Internet Explorer モードの閲覧データ

をクリアする」をクリックします。 
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6. 「閲覧の履歴の削除」画面が表示されますので、「インターネット一時ファイルお

よびWebサイトのファイル」にチェックを入れて [削除]ボタンをクリックします。 

 

7. Microsoft Edgeを閉じます。 
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8. Microsoft Edgeで楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を開き、IEモ

ードで表示されることを確認します。 

正常に起動されると、タブやアドレスバーにInternet Explorerのアイコンが表示され、
バインダが表示されるようになります。 

 
 

 

 

 

・楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面がIEモードに
ならない場合の対処方法は、「6. 困ったときには」を参照してく
ださい。 
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4. IEモード定義ファイル(XMLファイル)をインポ

ートする 

本章では、他のコンピュータで作成した IEモード定義ファイル(XMLファイル)を、イン
ポートする手順について説明します。 

1. 他のコンピュータで作成したIEモード定義ファイル(XMLファイル)を、任意のフォ

ルダに配置します。 

2. 「IEモード設定ツール」を起動します。 

スタートメニューの「楽２ビューア」にある「IEモード設定ツール」を選択します。 

 

 

・IEモード設定ツールで作成したIEモード定義ファイル(XMLファ 
イル)は、「<楽２ビューア インストールフォルダ>\IEModeSet」
フォルダに「Raku2Sites.xml」というファイル名で作成されてい
ます。 
※<楽２ビューア インストールフォルダ>は、既定では以下の場
所です。 
64ビットOSの場合： C:\Program Files (x86)\PFU\Raku2 
32ビットOSの場合： C:\Program Files\PFU\Raku2 

 

・スタートメニューの表示方法はオペレーティングシステム(OS)に
より異なります。 

・「IEモード設定ツール」は楽２ビューアをインストールしたフォ
ルダの「IEModeSet」フォルダにある「IEModeSet.exe」を実行
することでも起動できます。 
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3. 「IEモード設定ツール」が起動し、次の画面が表示されます。 

 

4. 「インポートするIEモード定義ファイル(XMLファイル)を指定します」を選択する

と、画面が次のように変わります。入力欄にIEモード定義ファイル(XMLファイル)

のフルパス名を指定します。 

 

 

・前回本ツールを使って設定している場合は、前回指定した値が表
示されます。 
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5. インポートするXMLファイルが正しいことを確認し、[設定を保存します]ボタンを

クリックすると、指定したXMLファイルがインポートされます。 

 
 

 

・[参照...]ボタンをクリックすると、ファイルを選択することがで
きます。 

 

IEモード定義ファイルを選択して[開く]ボタンをクリックする
と、選択したXMLファイルのフルパスが入力欄にセットされます。 
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6. インポートが完了すると完了画面が表示されます。 

IEモード定義ファイルのインポートが成功すると、完了画面が表示されます。 
[OK]をクリックすると、「IEモード設定ツール」が終了します。 

 

 

7. Webブラウザのキャッシュをクリアします。 

1. Microsoft Edgeを起動し、楽２ライブラリ以外のページを表示します。 

 

 

 

 

2. 表示されているページ上で、次のいずれかの方法で「閲覧データのクリア」画面

を表示します。 

－ キーボードの「Ctrl+Shift+DEL」キーを押す。 
（CtrlキーとShiftキーを押しながらDELキーを押す） 

－ Microsoft Edge画面右上の「…」ボタンをクリックし、「履歴」⇒「閲覧データ
をクリア」メニューを選択する。 

－ Microsoft Edgeのアドレスバーに「edge://settings/clearBrowserData」と入
力してEnterキーを押す。 

 

・IEモード定義ファイルがインポートできなかったときにはエラー
メッセージが表示されます。エラーメッセージの内容については、
「4. 困ったときには」を参照してください。 

 

・楽２ライブラリのページを表示した状態でキャッシュをクリア
すると、表示しているページがキャッシュされるため、正常に
IEモードで表示できません。 

edge://settings/clearBrowserData
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3.「閲覧データをクリア」画面で、「時間の範囲」を「すべての期間」に、「キャ

ッシュされた画像とファイル」にチェックを入れて、[今すぐクリア]ボタンをク

リックします。 
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4. 再度、手順2.で説明した方法で、「閲覧データをクリア」画面を開きます。 

 

5. 「閲覧データをクリア」画面下部にある「Internet Explorer モードの閲覧デー

タをクリアする」をクリックします。 
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6. 「閲覧の履歴の削除」画面が表示されますので、「インターネット一時ファイル

およびWebサイトのファイル」にチェックを入れて [削除]ボタンをクリックし

ます。 

 

7. Microsoft Edgeを閉じます。 
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8. Microsoft Edgeで楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を開き、IE

モードで表示されることを確認します。 

正常に起動されると、タブやアドレスバーにInternet Explorerのアイコンが表示さ
れ、バインダが表示されるようになります。 

 
 

 

 

 

 

・楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面がIEモードに
ならない場合の対処方法は、「6. 困ったときには」を参照してく
ださい。 
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5. 楽２サーバをIEモード設定に追加する 

IE モードを楽²ライブラリ クライアントサーバのサーバー以外でお使いの場合は、ご自身

で楽²ライブラリ クライアントサーバのサーバー（楽２サーバ）を IEモードでアクセスする

ように設定する必要があります。 

既存の IEモード設定に楽２サーバを追加する方法については、マイクロソフトのサイト等

を確認いただくか、IEモード設定を管理しているシステム管理者にお問い合わせください。 

以下に設定を行うときの注意事項を示します。 

 IE モードのエンタープライズ モード サイト リストが URL(http:// や https://で

始まるサイト)で提供されている場合は、サイトリスト管理者に以下の内容での楽２サ

ーバの追加を依頼してください。 

 

 

 

 

 

(例) 楽２ライブラリ クライアントサーバへのアクセス URLが 
    "http://raku2server.jp/raku2lib" の場合の設定例 

 

 

 

 

 

 サイトリストへの追加ができない場合は、ローカルディスク上に楽２サーバを追加し

たサイトリストを保存して設定します。 

⇒ 提供されているサイトリスト(XML)をローカルディスク上にダウンロードします。 

ダウンロードしたサイトリストファイル(XML)に、上記の「＜既存の IEモード エ

ンタープライズ モード サイト リストに追加する内容＞」を参考にして楽２サー

バを追加します。 

このファイルをエンタープライズ モード サイト リストに登録します。 

<site url="<楽２ライブラリ クライアントサーバのサーバホスト名>"> 

  <compat-mode>IE8Enterprise</compat-mode> 

  <open-in>IE11</open-in> 

</site> 

<site url="raku2server.jp"> 

  <compat-mode>IE8Enterprise</compat-mode> 

  <open-in>IE11</open-in> 

</site> 
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設定後、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面を開き、IEモードで表示され

ることを確認します。 

正常に起動されると、タブやアドレスバーにInternet Explorerのアイコンが表示され、バ
インダが表示されるようになります。 

 
 

 

 

 

・楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画面がIEモードに
ならない場合の対処方法は、「6. 困ったときには」を参照してく
ださい。 
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6. 困ったときには 

ここでは、IEモード設定時のＱ＆Ａについて説明します。 

《現象》 
楽２ビューアのインストール時に、IEモード利用設定をしないでインストールし
ましたが、IEモードを利用するにはどうしたらよいですか？  

⇒ 楽２ビューアのインストール時に、Microsoft Edge(IEモード)を利用しないよ
うに指定してインストールし、あとでIEモードを利用したいときには、次のい
ずれかの対応を行ってください。 

－ 楽２ビューアを「Microsoft Edge(IEモード)を利用可能にする」を有効に設
定して再インストールします。 

－ 手動でIEモードが使えるように設定します。 
 

《現象》 
楽２ビューアをインストールしましたが、スタートメニュー「楽２ビューア」に
「IEモード設定ツール」ショートカットがありません。  

⇒ インストールされている楽２ビューアが、Microsoft Edge(IEモード)に対応し
た楽２ライブラリ クライアントサーバ(V5.0L52以降)に同梱されているもの
ではありません。 

インストールされている楽２ビューアがV5.0L47より古いバージョン・レベル
の場合は、IEモードに対応した楽２ライブラリ クライアントサーバ(V5.0L52
以降)に同梱している楽２ビューアを更新インストールしてください。 

他製品の楽２ビューアがインストールされている場合は、インストールされて
いる楽２ビューアをアンインストールし、IEモードに対応した楽２ライブラリ 
クライアントサーバ(V5.0L52以降)に同梱している楽２ビューアをインストー
ルしてください。 

⇒ ごく希に、楽２ビューア(V5.0L47以降)が正常にインストールされているにも
かかわらず「IEモード設定ツール」ショートカットが作成されない場合があり
ます。楽２ビューア(V5.0L47以降)を再インストールしてください。 
なお、ショートカットがない場合、エクスプローラーで「<楽２ビューア イン
ストールフォルダ>\IEModeSet」フォルダーを開き、「IEModeSet.exe」を
実行することもできます。 
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《現象》 
IEモード設定ツールが起動できません。 

⇒ お使いのコンピュータに「Visual Studio 2015,2017,2019用 Microsoft 
Visual C++ 再頒布可能パッケージ (x86)」がインストールされていません。 

楽２ビューアをアンインストールしてから、再インストールしてください。 

もしくは「Visual Studio 2015,2017,2019用 Microsoft Visual C++ 再頒布
可能パッケージ (x86)」をマイクロソフトのサイトからダウンロードしてイン
ストールしてください。その場合は、必ずx86版をインストールしてください。 

 

《現象》 
手順通りに設定しましたが、楽２ライブラリ クライアントサーバのブラウザ画
面がIEモードで表示されません。 

⇒ 以下を確認してください。 

－ Internet Explorerがインストールされていない場合は、インストールしてく
ださい。（通常、Internet Explorerはインストールされています） 

1. スタートボタンを右クリックすると表示されるメニューから「アプリと
機能」を選択すると、「アプリと機能」画面が表示されますので、「オ
プション機能」をクリックします。 
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2. オプション機能画面に「Internet Explorer 11」があることを確認しま
す。ない場合は、「機能の追加」をクリックして、「Internet Explorer 
11」を追加してください。 

 
 

－ Internet Explorerが古い可能性があります。Internet Explorer 11にアップ
デートしてください。 

－ 最新のWindows Updateを適用してください。 

－ 再度Microsoft EdgeのキャッシュとInternet Explorerモードのキャッシュ
をクリアしてください。 

－ Microsoft Edgeを再起動してください。 

－ コンピュータを再起動してください。 

－ IEモード設定ツールで指定したサーバ名が間違っている可能性があります。
再度IEモード設定ツールで設定してください。 

－ IEモード定義ファイルをインポートした場合、インポートしたファイルが間
違っている可能性があります。正しいファイルをインポートしてください。 

－ IEモード定義ファイルをインポートした場合、インポートしたファイルの定
義内容が間違っている可能性があります。インポートしたファイルの内容を
確認してから、再度インポートしてください。 

 

《現象》 
IEモード設定ツールでサーバ名を指定して設定を保存しようとしたら、「サー
バ名ｘに使用できない文字が含まれています。入力内容を確認してください」
（ｘには１／２／３いずれかの数字が入ります）のエラーメッセージが表示さ
れます。 

⇒ サーバ名に指定できない文字が含まれています。 

－ サーバ名に「http://」や「/raku2lib」を付けていませんか。サーバ名には
これらの指定は不要です。 
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－ サーバ名にIEモード設定ツールで使用できない記号が含まれています。サー
バ名に指定できる記号は、ピリオド(.)、ハイフン(-)、アンダースコア(_)、
コロン(:)のみです。 

これら以外の記号がサーバ名に含まれている場合は、IEモード設定ツールを
使わず、「Enterprise Site List Manager」等でIEモード定義ファイルを作
成して、以下の場所／ファイル名で保存してください。 
IEモード定義ファイルは、次のファイルです。 

<楽２ビューア インストールフォルダ>\IEModeSet\Raku2Sites.xml 

※既定の<楽２ビューア インストールフォルダ>は以下の場所です、 
64ビットOSの場合： C:\Program Files (x86)\PFU\Raku2 
32ビットOSの場合： C:\Program Files\PFU\Raku2 

 

《現象》 
IEモード設定ツールでサーバ名を指定して設定を保存しようとしたら、エラー
メッセージが表示されます。 

⇒ 表示されるメッセージの内容に応じて、以下の対応を行ってください。 

－ サーバ名が指定されていません。入力内容を確認してください。 

⇒ 新規にIEモード定義ファイルを作成する場合は、サーバ名を１つ以上指
定する必要があります。 

－ サーバ名ｘに使用できない文字が含まれています。入力内容を確認してくだ
さい。 ※ｘには１／２／３のいずれかの数字が入ります。 

⇒ サーバ名に使用できない文字が含まれています。上述のQ&Aの内容を参
照して、サーバ名を修正してください。 

－ IEモード定義ファイルが出力できませんでした。しばらく待ってから再度保
存してください。 

⇒ IEモード定義ファイルに情報を出力できませんでした。一時的にIEモー
ド定義ファイルに書き込みできなかった可能性があります。しばらく待
ってから再度保存操作を行ってください。 

 なお、IEモード定義ファイルは、次のファイルです。 

<楽２ビューア インストールフォルダ
>\IEModeSet\Raku2Sites.xml 

※既定の<楽２ビューア インストールフォルダ>は以下の場所です、 
64ビットOSの場合： C:\Program Files (x86)\PFU\Raku2 
32ビットOSの場合： C:\Program Files\PFU\Raku2 

－ IEモード定義ファイルは出力しましたが、入力内容を保存できませんでし
た。そのままでもIEモードを利用可能ですが、念のため設定し直すことをお
すすめします。 
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⇒ IEモード定義ファイルは作成されましたが、画面に入力した情報が保存
できませんでした。この状態でIEモードの利用は可能ですが、次に「IE
モード設定ツール」を実行したときに前回の設定情報が正しく表示され
ません。 
再度「IEモード設定ツール」を実行して、画面の情報をIEモード定義フ
ァイルに合わせておくことをおすすめします。 

－ IEモード定義ファイルを削除できませんでした。しばらく待ってから再度実
行してください。 

⇒ IEモード定義ファイルを削除できませんでした。一時的にIEモード定義
ファイルを操作できなかった可能性があります。しばらく待ってから再
度削除操作を行ってください。 

 
《現象》 

IEモード設定ツールで「XMLファイルをインポートします」を指定して設定を
保存しようとしたら、エラーメッセージが表示されます。 

⇒ 表示されるメッセージの内容に応じて、以下の対応を行ってください。 

－ インポートするXMLファイルが存在しません。存在するファイルを指定して
ください。 

⇒ インポートするXMLファイルが存在しません。存在するファイルを指定
してください。 

－ IEモード定義ファイルが出力できませんでした。しばらく待ってから再度保
存してください。 

⇒ IEモード定義ファイルに情報を出力できませんでした。一時的にIEモー
ド定義ファイルに書き込みできなかった可能性があります。しばらく待
ってから再度保存操作を行ってください。 

 なお、IEモード定義ファイルは、次のファイルです。 

<楽２ビューア インストールフォルダ>\IEModeSet\Raku2Sites.xml 

※既定の<楽２ビューア インストールフォルダ>は以下の場所です、 
64ビットOSの場合： C:\Program Files (x86)\PFU\Raku2 
32ビットOSの場合： C:\Program Files\PFU\Raku2 

－ IEモード定義ファイルは出力しましたが、入力内容を保存できませんでし
た。そのままでもIEモードを利用可能ですが、念のため設定し直すことをお
すすめします。 

⇒ IEモード定義ファイルは作成されましたが、画面に入力した情報が保存
できませんでした。この状態でIEモードの利用は可能ですが、次に「IE
モード設定ツール」を実行したときに前回の設定情報が正しく表示され
ません。 
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再度「IEモード設定ツール」を実行して、画面の情報をIEモード定義フ
ァイルに合わせておくことをおすすめします。 

 
《現象》 
他のWebサイトをIEモードで利用できるように設定しています。楽２ライブラ
リ クライアントサーバのブラウザ画面もIEモードで使えるようにしたいので
すが、どのように設定すれば良いですか。 

⇒ 本書で説明している手順以外の方法でIEモードを設定しているコンピュータ
に楽２ライブラリ クライアントサーバのサイトを追加したいときには、本書の
手順ではなく、手動で登録してください。 

 

《現象》 
「IEモード設定ツール」を使って、IEモード定義ファイルを作成(更新)しまし
たが、次にツールを起動したときに、前回の入力値が表示されません。 

⇒ 「IEモード設定ツール」を起動したときに、前回の入力情報が読み込めません
でした。 
一度「IEモード設定ツール」を終了して、しばらく待ってから起動し直してく
ださい。 
もしくは、新たにサーバ名またはインポートするXMLファイルを指定し直して
ください。 

 

《現象》 
「IEモード設定ツール」を使って、IEモード定義ファイルを作成(更新)しまし
たが、次にツールを起動したときに、前回の設定と違う情報が表示されます。 

⇒ 前回「IEモード設定ツール」で設定を保存したときに、以下のメッセージが表
示されましたが、設定し直さなかった場合に、前回の設定とは異なる情報が表
示されることがあります。 

IEモード定義ファイルは出力しましたが、入力内容を保存できませんで
した。そのままでもIEモードを利用可能ですが、念のため設定し直すこ
とをおすすめします。 

表示されている内容を修正して、設定を保存してください。 
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